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ワークショップの様子

写真 1 第 1 回ワークショップ（主催者からの説明） 

写真 2 第 1 回ワークショップ（服部アドバイザーからの鳥の話） 
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写真 3 第 1 回ワークショップ（各班での話し合い） 

写真 4 第 1 回ワークショップ（各班の代表者による発表） 
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写真 5 第 1 回ワークショップ（ファシリテータによるまとめ） 

写真 6 第 1 回ワークショップ（各班での話し合いの成果） 
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写真 7 第 2 回ワークショップ（現地見学会） 
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写真 8 第 2 回ワークショップ（室内でのとりまとめ） 

写真 9 第 2 回ワークショップ（各班での話し合いの成果） 
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成長する

アイランドシティ

はばたき公園

2019年12月8日

@中央公園ぐりんぐりん
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今日のながれ

2

 自己紹介
 主催者からの紹介・説明と、質問・回答
 はばたき公園の計画
 公園をとりまく自然と位置づけ
 公園の予定場所に飛来している鳥たち
 自然と対話する取り組み

 グループディスカッション
 連絡事項
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自己紹介

3

みんなのことを、みんなで知ろう！

アイランドシティ、
照葉のまちの

いいところ、自慢は
何ですか？

主催者からの紹介・説明

4

 はばたき公園の計画

 公園をとりまく自然と位置づけ

 公園の予定場所に飛来している鳥たち

 自然と対話する取り組み
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グループディスカッション

5

 おやくそく
 人の話を最後まで聞こう。割り込み禁止。
 みんなの意⾒を⼤事に。ダメだし禁止。
 話は簡潔に。ダラダラ禁止。

 進め方
1. 進⾏役と記録係を決める。
2. テーマに沿って、各自が考える。みんなに発表する。
3. チームの意⾒をまとめる。
4. 全体に発表する。

グループディスカッション
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テーマ

【知りたくなったこと・やりたくなったこと】

感想やもっと知りたいと思ったこと，
やってみたいと思ったことなどを自由に話し合ってください

はたたき公園で
あんなことやっ
てみたいな〜

はたたき公園っ
てどんな公園に
なるんだろう︕
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連絡事項
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 次回
 12月22日（日）10時〜12時30分
 集合 ぐりんぐりん
 現地⾒学会・野外観察を予定（服装に注意）

 市からの連絡
 皆さんからの質問

8

本日はおしまいです。お疲れさまでした。

第２回に
お会いできることを
楽しみにしています。
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公園をとりまく自然と公園の位置づけ

⽣態系の多様性って知っていますか︖

出典︓環境省ホームページ “みんなで学ぶ、みんなで守る⽣物多様性”
http://www.biodic.go.jp/biodiversity/possibility/#ancPanel
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博多湾は野鳥の渡りの交差点

公園をとりまく自然と公園の位置づけ

渡りの交差点に「はばたき公園」

公園をとりまく自然と公園の位置づけ

アイランドシ
ティ

はばたき公園

渡り鳥のための休息場をつくろう︕

エコパークゾーン
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公園をとりまく自然
和白干潟

★

公園をとりまく自然
和白干潟
・博多湾の北東端に位置する⾯積約80haの干潟
・砂質の干潟で、春には潮干狩り客でにぎわう
・シギ・チドリ類、ガンカモ類等の渡り鳥が多数渡
来し、その渡来数は国内有数の規模である
・ツクシガモ、クロツラヘラサギ、ズグロカモメ等
の希少種の⽣息も確認されている
・シギ・チドリ類をはじめとする渡り鳥の中継地・
越冬地として、国際的に重要なことから、集団渡来
地として国指定鳥獣保護区に指定された
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公園をとりまく自然
和白干潟や周辺の海にはたくさんの鳥たちが飛来

ハマシギ

スズガモ ミヤコドリ

「はばたき公園」には

公園をとりまく自然と公園の位置づけ

アイランドシ
ティ

はばたき公園

渡り鳥のための休息場ができる︕
多様な⽣物がすめる空間もできる︕
環境学習の場にもなる︕

湿地

⾃然の成⻑を学ぶゾーンとして
「湿地」をつくります
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自然と対話しながら
湿地づくりを進めていきます
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公園が予定されている場所

2019年4月16日 2019年8月7日

2019年11月16日

公園の予定場所で見られる鳥たち（その１）

カワウカイツブリ
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公園の予定場所で見られる鳥たち（その２）

ハシビロガモマガモ

公園の予定場所で見られる鳥たち（その３）

セグロカモメコアジサシ
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公園の予定場所で見られる鳥たち（その４）

ダイサギアオサギ

公園の予定場所で見られる鳥たち（その５）

クロツラヘラサギ
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公園の予定場所で見られる鳥たち（その６）

トウネンシロチドリ

ハマシギ タシギ

公園の予定場所で見られる鳥たち（その７）

ミサゴ
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公園の予定場所で見られる鳥たち（その８）

タヒバリハクセキレイ

ジョウビタキ ホオジロ

公園の予定場所で見られる鳥たち・まとめ

公園の予定場所では、カモ、カモメ、シギ・チドリなどの水辺

の鳥や、セキレイ、ホオジロなどの陸の鳥が見られます。

渡り鳥が多く見られます。博多湾に飛来して、越冬をしたり、

繁殖したり、渡り途中でエサの補給をしたりしています。

公園の予定場所で見られる鳥は、アイランドシティや、周りの

干潟・海岸などの水辺も利用しています。

公園の予定場所では、水辺の鳥や草地の鳥、周りの海辺にすん

でいる鳥など、さまざまな種類の鳥が見られます。
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■クイズの答え おまけです

ハマシギ

シロチドリトウネン

キョウジョシギ
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人間

自然と共⽣しながら
・何をしたいか

・どうすればよいか
考えることで人は成⻑する

はばたき公園

成⻑した人々の取り組みにより、
新しい姿へ成⻑する。

はばたき公園は人によって育てられ、はばたき公園が人を育てる。
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成⻑するってどういうこと︖

はばたき公園の整備では、市と市⺠が⼀緒になって
自然と対話しながら、時間をかけて湿地をつくることで
人と自然がともに成⻑できるとりくみをします。

市⺠ 市 はばたき公園

自然

市⺠

市

自然

はばたき公園

はばたき公園

市⺠

市

自然

2019

10年後

ワークショップ等によって、市⺠のみなさまから
湿地でしてみたいこと、感じたいこと、学びたいこと等
の意⾒を伺いながら、市と市⺠が⼀緒に⼀歩ずつ公園を

つくりあげてきます。このようなとりくみを
順応的管理と⾔います。

ステップ１
ステップ２

ステップ３

自然と対話しながら、
人の成⻑

コミュニティーの成⻑
湿地の成⻑へとつながる仕組み
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市と市⺠が⼀緒に︖

市では、市と市⺠団体（NPO）などが
⼀体となって湿地を管理していきます。

湿地でやってみたいこと︖

たとえば、はばたき公園の植物や動物を育て・
守る活動ができるかもしれません。

植物を育てるの楽しいね

湿地には昆虫・魚が
たくさんいるね
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湿地でやってみたいこと︖

たとえば、はばたき公園にいる鳥を
観察することができるかもしれません。

ここでは鳥が身近に
感じるな〜

みんなが管理してく
れているから快適に
過ごせるわね。

湿地で学べること︖

たとえば、はばたき公園での活動を通して、
自然や⽣態系の保全の⼤切さを知
ることができるかもしれません。

シギ・チドリ類って世界的
にも個体数が少ないんだって

鳥が近くで
⾒られるっていいね
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このように、はばたき公園では、
市と市⺠が自然と対話する活動をとおして、

公園とともに成⻑しつづけます。
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ワークショップでのアンケート調査結果 
 
 
第 1回ワークショップ 令和元年 12 月 8 日 参加人数 20 名（うち 15名アンケート回答） 
第 2回ワークショップ 令和 2 年 2月 1 日  参加人数 33 名（うち 18名アンケート回答） 

 
各回のワークショップの終了時に、 
・「年齢」 
・「ワークショップに対する満足度」 
・「今後も、はばたき公園の公園づくりに関するイベントに参加したいか」 
・「どんなイベントであれば参加したいか」 
・「今後もご案内を差し上げて良いか」 
の５つの設問についてアンケートを行った。 

 
  
「ワークショップに対する満足度」については、『満足』『やや満足』と答えた人の割合が 1 回

目と比べ 2 回目には増加した結果となった。 
 
「今後も、はばたき公園の公園づくりに関するイベントに参加したいか」についても『ぜひ参

加したい』がほとんどを占めた。 
これに関連して「今後もご案内を差し上げて良いか」についても『良い』がほとんどを占め、

令和元年度のワークショップの結果は、参加した住民にほぼ満足いただけ、次年度以降もワーク
ショップやイベントに参加しても良いという好意的な意見をいただいた。 

 
「どんなイベントであれば参加したいか」については、回答した選択肢のバランスとしては 

1 回目、2回目ともに同様で、『将来を描くワークショップ』『専門家による講演会』のような机上
での検討や知識をつけるイベント、『野鳥の観察会』『動植物の観察会』『子ども向けのイベント』
のような野外での子どもも交えたイベントへの参加の要望が多かった。 
また、『湿地の環境づくり（植樹、湿地の手入れなど）』『外来生物のパトロール・駆除』のような
将来の維持管理作業への参加の要望もあった。 
  

参考資料２－３ 
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3
1

2回目

第 1回ワークショップ（回答数 15） 第 2回ワークショップ（回答数 18） 
質問：年齢を教えてください。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※グラフ内の数値は回答数を示す（以下同様） 

今回のはばたき公園ワークショップに対する満足度を教えてください。 

 
 

 

満足度に対する理由をお聞かせください。 

＜満足と答えた人の理由＞ 
・野鳥について興味を持てる内容だった。 
・鳥のよくいる場所や習性などが分かった。 
・はばたき公園のコンセプトが理解できた。「順応
的管理」を初めて知った。 

・知識が増えて興味が深まった。鳥の先生のお話し
が面白かった。引きこまれた。 

 
＜どちらともいえないと答えた人の理由＞ 
・野鳥ラウンジカフェの内容を知りたい。順応的管
理事例を知りたい。 

 
＜やや不満と答えた人の理由＞ 
・公園の詳細がわからない。わかるように具体的な
事を提供すべき。 

＜満足と答えた人の理由＞ 
・普段見られない生き物をたくさん見ることができた。 
・現状のプランなどを実感できた。チョウゲンボウ、ミ
サゴに出会い、共生の可能性を感じることができた。 

・現地の状況がわかり、なんとなくイメージがわかった。 
・景色のすばらしさや身近に自然を感じられる場所があ
るんだという発見。 

・鳥や水辺を観察できて、生き物の生態系を感じ、普段
何気に見ている鳥達に愛着を感じることができた。 

・住民で意見を出し合い、福岡市と対話できる場である。 
 
＜やや不満と答えた人の理由＞ 
・このような会合に小さい子どもまで参加させるのはい
かがか。子どもの意見が必要ならばこの地の小・中学
校にアプローチするのが妥当。 
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1回目

8
4

1
1

1
1回目

満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満

(空白)
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2

2回目

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代以上
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2回目

12
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2回目
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1

2回目

第 1回ワークショップ（回答数 15） 第 2回ワークショップ（回答数 18） 
今後も、はばたき公園の公園づくりに関するイベントに参加したいと思いますか。 

 

 

どんなイベントであれば参加したいですか。（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 

 
 

今後も、はばたき公園の公園づくりに関するイベントを企画していきたいと考えております。
今後、ご案内を直接差し上げてもよろしいでしょうか。 
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1
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1回目

9
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3

1
3
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1

1回目

12

2
1

1回目

ぜひ参加したい

どちらかと言えば参加したい

内容による

将来を描くワークショップ

専門家による講演会

野鳥の観察会

動植物の観察会

外来生物のパトロール・駆除

子供向けのイベント

湿地の環境づくり（植樹、湿地の手入れなど）

その他

良い

いらない

(空白)




